令和元年８月２３日
夏休み明けの全校集会

学 校 長 の 話

京都市立二条中学校長　澤田清人

おはようございます。

　あっという間に夏休みが終わりました。２学期は、最も長い学期です。たくさんの行事もあります。それだけ皆さんが成長できる機会があるということでもあります。
今日からまた一緒に頑張りましょう。

　さて、２学期の初めにあたって、私から伝えたいことを述べます。前のスクリーンを見ながらしっかりと聴いて下さい。

　はじめに、２学期の主な行事を紹介します。

　文化祭では、今年も３年が「平和」をテーマに合同劇を上演すると聞いています。どの学年の発表もオール５組の発表も楽しみですが、特に３年の平和劇を楽しみにしています。

　２年のチャレンジ体験は、学校行事としては修学旅行に次いで時間をかける取組です。今年は、例年よりも少し早くなりました。２年担当の先生方は夏休み前から事業所の開拓とご挨拶に行っておられました。是非そんなことも知っておいてください。

　３年生の個別懇談会は、進路決定のための話し合いの場になっていきます。家庭でもじっくりと話し合ってほしいと思います。

　中体連の大会で活躍する皆さんには、是非「中学校総合文化祭」でも活躍してほしいと願っています。弁論大会には、校内の発表会で最優秀に輝いた人に出場してもらう予定です。
　昨今、文化祭の取組を縮小する学校が多いです。具体的に言うと、劇と合唱の両方に取り組む学校は少なくなっている中、本校の文化祭はどこの学校にも引けを取らない素晴らしい内容です。この伝統を受け継ぎ、さらに発展させていってほしいと思っています。

　文化祭が終わった後、体育祭の後と同じようにヘトヘトになっていてほしいものです。

　３年生に期待することを述べます。

　生徒会役員改選まで、つまり、文化祭までは、二条中学校の主人公は３年生です。その自覚をもって思いっきり取り組み、先輩の意思や取組を受け継ぎ、それを乗り越え、後輩へと“二条魂”を繋いでいってほしいです。

　その後は、受験に向けてまっしぐらです。その際に、大事なのが信頼関係です。自分を信じ、仲間を信じ、親や先生を信じてください。

　二条中学校の教職員は、全力で皆さんを応援することを約束します。

　今年も「学習発表会」を実施します。
　日程と内容はここに示した通りです。昨年度は、本校の創立７０周年、難聴学級が開設５０周年の年でした。どうせ記念行事をするなら皆さんの生の姿を見てもらいたくて公開授業と研究報告会、記念式典を行いました。

　１年生は分からないとは思いますが、昨年度の発表は学校に来て頂いた皆様方から大絶賛を受けました。皆さんに「こんな生徒に詩だって欲しい。」そう思って４月から取り組んできたのですが、昨年度のみなさんは、本当のその通りにしだってくれたのです。その成果に最も驚き感動したのが、実は本校の教職員だったのかもしれません。

「校長先生、今年も研究を継続し、学習発表会を開催させてください。」

今年度のはじめ、教職員の方からそんな声が上がりました。私にとっては嬉しい驚きでした。
　今二条中学校では、みなさんに「対話できる力」をつけて欲しいと願って取り組んでいます。それは、人間の脳は、対話しているときに、ただ聴いているだけのときの数倍働いているという研究成果に基づいて行っています。各教科の授業や道徳、総合、学活、部活など学校生活のあらゆる場面で「対話」を取り入れ、君たちの脳を活性化かせ、“勉強だけではない賢い人”へと育ってほしいと願っています。
　
ではここで、７分ほど昨年度の発表会の様子をダイジェストで観てもらおうと思います。いつものことながら、西村先生が記録を残してくれていて感謝しています。
　最後に、もう一度皆さんで共通理解を図っておきたいことを挙げます。

　１つめは、「一生懸命がカッコイイ」ということです。これまで、何度も繰り返し言ってきているので、もう十分に分かっているとは思います。

出し切る、やり切る楽しさを味わってほしいと思います。

１つの例を挙げます。皆さんがキャンプファイアーの準備に頑張ってきたとします。ところが直前に雨が降り出してきました。「なでやねん！」「しょーもな！」「やる気なくなるわ！」

そんな風に言う人がいるかもしれません。一方で、雨ならすぐに気持ちを切り替えて屋内でできることを考える人も居ると思います。後者の人たちであってほしいものです。
　２つめは、これも私がいつも言っていることです。どんなことにでも、一生懸命に取り組んだ人は、その結果がどうであれ「面白かった」と言います。反対に、いい加減にしか取り組まなかった人に限って「しょーもない！」などと言うものです。一生懸命に取り組んだ人にしか味わえない楽しさや喜びを皆さんの全員が味わってください。

　
最後に、これも私が大切にしていることです。感動が心を育てます。何事にも全力で取り組み、感動を味わって豊かな心を育ててほしいと願っています。学校は勉強をするところですが、もう一つの大事なことがこれで、行事や部活動の際に培われます。
二条中学校の生徒は、この部分についてはしっかりとできているとは思っていますが、是非とも、豊かな心をもった人に育ってほしいと思います。
　みなさん、今日もしっかりと聴いてくれました。この写真は、毎年４月に撮影します。これらの教職員全員が、色々な立場や角度から、皆さん一人ひとりを本気で支えていることを知っておいてください。

　以上で、夏休み明けの校長先生からお話を終わります。

　この後、生徒数人を指名して感想や決意を述べさせる。
